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実技

平成27年9月13日 男子　　女子

北陸電力石川 東レ愛媛

久保　健 氏（新潟）

中川 氏(東海)

■点差が開いたゲームではあったが、細かい部分に気を配る必要があった。
　→ランレポートラン、リスタートを走るなど。全体として間延びした試合になってしまった。
　→点差が開いたゲームだからこそ、集中力を保つ努力をしなければならない。
■ヴァイオレイションに関して、判定が甘い。
　→特にトラヴェリング。本当にトラヴェリングの時もあるが、そうではない時もあった。
■プレイをもう少し長い目で見るよう努力すべき。
　→まだ現象のみを捉えてならしてしまうケースがある。始まりを見極めることが必要。
■ルーズボールになった際に、近くに寄っていない。
　→ヘルドボールになりそうという危機感がない。またそれを遠い位置から眺めるだけになって
いる。

全体の感想

■気持ちとは裏腹に、足を運んで良い位置で判定することができず、負の連鎖に陥ってしまっ
た。
■頭が冷静の時は良いタイミングで良い笛が鳴らせるので、常に冷静でいられるように日々努
力
　する必要がある。
■プレイの理解を深めるために、今後は多くの試合を観戦し、また自ら審判することによって、
大きく
　経験を増やしていきたい。
■今回のゲームが自分の実力なのだと痛感したので、今後より一層努力し、一歩一歩進んでい
く。


